
第１学年の結果と考察                         調査人員68,414人 

 

 

問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

１ 

（１） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 ５:17 
左記以外の 

誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 10:56 ９:55 
左記以外の 

誤答・無答 

１ 時刻を正確に読むことができるかをみる問題である。正答率は（1）は92％、（2）は75％であった。（2）は

前回より５ポイント下がっている。誤答を見ると、10 時 56分と答えた児童が前回より３ポイント増えた。こ

のことから、短針を正しい数値ではなく、短針が近い方の数値を読み取ってしまう傾向があると考えられる。

実際に針を動かす活動を通して、長針と短針の示す時刻を正確に読み取る力を身に付けさせる必要がある。ま

た、学校生活の中で「給食の挨拶の時刻」や「学習を終わりにする時刻」などを教師用の時計を用いて児童に

表させたり、読み取らせたりするなど、繰り返し時刻を読み取る活動を増やしていく必要がある。 

 

 

問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

２ 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

 

２ 任意単位を用いて、広さを比べることができるかをみる問題である。正答率は92％と前回より４ポイント上

がった。広さを比べる際に、重ねることができない場合は、単位正方形のいくつ分かで比べ、数値化すること

のよさを実感させたい。色板を並べたり、方眼を塗りつぶしたりといった活動をさらに意図的に取り入れて指

導することが大切である。 
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    ○い  



 

問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

３ 

Ａ Ｃ１ 
Ｃ

２ 
Ｃ３  

正答 ○い ○う 
左記以外の 

誤答・無答 

３ 容器の形や、水面の高さに着目して、水のかさを比べることができるかをみる問題である。正答率は94％で、

前回とほぼ同様の結果であった。誤答例の い を選んだ児童は、水面の高さには着目できたものの、容器の太

さを考慮しなかったためと考えられる。容器の幅や底面の大きさが異なると、水面の高さが同じでもかさが違

う場合があることを、実際に児童に活動させながら理解させることが必要である。また、どうして あ の水の

かさが一番多いのかを、自分の言葉で表現させる活動も大切である。「高さは同じだけれども、底の大きさが違

う。」や「底の大きさは同じだけれども、入っている水の高さが違う。」など、根拠をはっきりとさせ、筋道立

てて説明させる機会を増やすことで、論理的に考える力を育てることができると考える。このような場面を積

極的に取り入れるようにしていくことが大切である。 

 

 
問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

４ 

（１） 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

４ 数を用いて順序や位置を表すことができるかをみる問題である。「前から３匹目」が98％、「後ろから２匹目」

が94％と、どちらも前回とほぼ同じ正答率であった。児童の中には数え始める基準が、はっきりしていない場

合や集合数と順序数が混同している場合が見られる。教室でも、「前から何番目は誰？」「前から何人立ってご

らん。」と児童に問いかける等、教師が日常生活の中で意図的に体験させるような指導が必要である。また、習

熟を図るためには他教科の学習の中でも積極的に指導したい。 
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問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

５ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

 

 ※ 
正答 

○あ のみ 

または 

○あ と ○う 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※：問題に変更を加えたものです。】 

５ 正しく長さを比べることができるかどうかを見る問題である。本年度の問題より、現実の大きさにより整合

性をもたせたり、幅を意識したりできるようにと、任意単位としてのクリップをかるたに＊変更した。正答率

は70％と４ポイント減り、○あを含む誤答をした児童は21％と３ポイント増えた。問題変更の意図をくみ取るな

らば、幅をもたせたかるたになったことで縦横の区別なしに、ものそのものを任意単位と判断する児童がいる

ことが分かった。指導の際に「消しゴム（任意単位）の縦を使うと○個分」と部分を説明に含めるなど、どの

部分の長さを使ったのかをより正確に表現できるようにする必要性を感じる。また、量の比較の仕方、直接比

較・間接比較・任意単位による比較・（普遍単位による比較）の指導においてそれぞれの比較方法のよさを実感

し、十分な測定活動の経験を積むように指導を工夫する必要がある。 

 

「かるたの長い部分を使うと絵本の横は２枚分」 

「かるたの短い部分を使うと絵本の縦は５枚分」 

何を使って任意単位の比較をしたのかということを確認し、その部分をそろえる必要があるこ

とに気付かせる。 

＊H25 実施の問題では、クリップを提示していた。これ

をカルタに変更したのは、絵本の縦の長さを比べるた

めのクリップの大きさが現実ではそぐわないことと、

カルタの幅に着目させたかったことによる。しかし、

H25は「少ない個数の方が長く、多い個数の方が短い」、

H27は「少ない枚数の方が短く、多い枚数の方が長い」

ことから「比べられる」と結論付けた児童がいること

も考えられる。 

（参考） 

H27    H25 
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問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

６ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ③を含む 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 目的に合わせて、平面の形を分解して捉えることができるかをみる問題である。完答は81％であった。正答

率は上がっているが、球を選ぶ誤答をする児童が12％いた。円と球の形の共通点や相違点について体験的な理

解をより進めることが肝心である。また、「まるい」といった端的な言葉だけでなく「ころがりやすい」「つみ

やすい」など機能的な側面から立体の特徴を捉えさせ、理解を進めることが大切である。また、形を写し取る

活動の中で球を写し取ることを例にとり、安定して置けないためうまく写し取ることができないという経験を

させることも効果的である。 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

81 

78 

79 

12 

13 

13 

7 

9 

8 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

①  ②  ④ 


